
（様式１：令和３年２月改訂） 

 

令和６年度「長崎県教育委員会服務規律強化月間」実施結果報告書 
 

所 属 名 雲仙市立土黒小学校 
作成者 

職名 教頭 

電話番号 0957-78-2069 氏名 澤田 紗生里 

１ 年間の実施内容（取組状況・実績等） 

４月 実施テーマ ○校内服務規程及び情報セキュリティポリシーの確認 

○体罰・不適切な指導の防止 

○わいせつ行為等防止 

取組の評価・改善点 

・令和６年４月１日付６教義第１号「教職員の服務規律の確保等について（通知）を配付

し，校長より指導を行うことで，不祥事根絶に向けて職員一人一人に自覚をもたせるこ

とができた。 

・本校における服務規程についての確認・指導を行うとともに，情報セキュリティポリシ

ーについての共通理解を図った。服務規律の遵守や情報漏洩防止の意識を高めることが

できた。 

・児童についての新旧担任間での引継ぎ，校内支援委員会や生徒指導全体会における情報

共有を行うことで，児童一人一人に配慮しながら受容的な態度で対応することを共通理

解するとともに，各職員が防止策について人事評価票に記入することで，体罰・不適切

な指導の防止について年間を通した意識付けを行うことができた。 

・わいせつ行為防止自己分析チェックシートを全員に実施することで，一人一人が自分の

状況を把握することができ，わいせつ行為等防止について意識を高めることができた。 

７月 実施テーマ ○服務規律に関する自己点検 

○公金等の不正処理の防止 

○体罰・不適切な指導の禁止 

○交通事故の防止 

取組の評価・改善点 

・不祥事防止チェックリストを全員に実施し，自分について振り返り，状況を把握するこ

とで，不祥事根絶について意識を高めることができた。 

・学期末の会計処理において，適切な会計処理や管理について指導した。副担任や管理職

による複数での確認を行うことで不正処理を防止することができた。 

・体罰・不適切な指導について，身近に起こりがちな事例を取り上げて話合いを行うこと

で，職員一人一人が自身の指導を振り返ったり，有効的な指導方法について情報交換を

したりすることで，自分事として捉え，よりよい指導を行う意識付けをすることができ

た。 

 １２月 実施テーマ ○公金等の不正処理の防止 

○飲酒運転の根絶 

○わいせつ行為・ハラスメントの根絶 

○交通事故の防止 

取組の評価・改善点 

・保護者からの集金や業者への支払いを計画的かつ確実に進め，複数での確認，迅速な処

理を行うことができた。 

・酒席においては，送迎車を利用したり，教頭が帰宅までの移動手段を把握し，確実に実

践したか確認することで，飲酒運転の根絶について意識することができた。 

・不祥事チェックリストを定期的に実施したり，不祥事に関する新聞記事や通知文につい

ては職員へ必ず配付し校長から指導を行ったりすることで，不祥事根絶に向け意識を持

続することができた。今後も継続していく。 



２ 服務規律委員会 

委員会名 服務規律委員会 

構 成 員 所属内委員（４名）、外部委員（１５名 役職等：学校運営協議会構成委員） 

３ 年間を通しての計画の達成状況 

 年間を通しての取組状況チェックリスト    
 
(1) 校内研修の実施方法については、職員会議等での管理職員からの指導のみではなく、

別表のような工夫を取り入れながら研修内容の充実を図ることが求められます。取り

入れた工夫を別表の記号（ア～コ）で回答ください。（複数回答可） 

ア イ オ カ キ ク     

その他（ア～コ以外で研修に取り入れた工夫があれば記入ください。） 

 

 

(2) 不祥事根絶に向けた職員の意識が維持・継続されるような心に届く取組ができたか。 
※ 該当する項目に○を記入ください（以下同じ）。 

(○) できた ( ) 概ねできた ( ) 少し不十分 ( ) できなかった 
 
(3) 職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組ができたか。 

(○) できた ( ) 概ねできた ( ) 少し不十分 ( ) できなかった 
 
(4) 心と性に関する自己分析チェックシートは正直に回答できる環境下で実施されたか。 

(○) できた ( ) 概ねできた ( ) 不十分だった ( ) 実施してない 
 

 資料添付 有  ・  ○無   

 


